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水色の羽根募金運動

育
英
会
だ
よ
り
ん
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産
経
新
聞

「
福
祉
の
船
」

思
い
出
に
の
こ
っ
た
も
の

“4、’τ二，・・丸、..<,.;; .，，，，，..’ 

‘・‘、...’

一
日
目
は
、
野
鳥
の
森
公
園
で

※

l

泌

Z

色
鬼
を
し
ま
し
た
。
あ
ん
ば
ん
の

と
き
は
、
す
ご
く
逃
げ
て
お
も
し

ろ
す
ぎ
て
転
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
血
が
で
て
、
し
よ
う
ど
く
が

い
た
く
て
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
け

ど
平
気
な
顔
で
あ
そ
ん
で
い
ま
し

た。
ホ
テ
ル
で
ホ
ッ
プ
と
み
ん
な
で

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
ら
だ
ん

だ
ん
お
ば
け
の
話
に
な
り
ま
し

た
。
ト
イ
レ
に
行
こ
う
と
し
た
け

ど
こ
わ
く
な

っ
た
か
ら
お
友
達
と

二
人
で
行
き
ま
し
た
。
そ
の
子
に

あ
り
が
と
う
と
い
い
ま
し
た
。
今

は
初
め
て
会
っ
た
友
達
も
友
情
で

結
ぼ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
県
小
学
校
六
年菊

地

麻

希

があか動うで たにったちか母った
ちとっか」「 夜で乗ιち。や らさ竺たり 二
よ少たしを J.，刑に す っ、し-t‘ん、がtんv り 、日
つしでてや3 は。王子、ま ご~t~なとし畳目
とです表 い わ キ りL戸ーに~ ：：~，ちいますは
さ終 。 現 ＼＼~·せヤ し、だ？；う示えつ しぎ
び わ こ し今なン た 二 け~しvんしたに樹
しつ 泊 た 日＼βフγflす回‘気よ、とLよ 。は海
い て 三 り一、l守プ宗 ど自分、に』自 iに最カの
けし日し日を、れ や楽はが乗’ヲ：ゴ乗初ヌ中
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う 旅楽体た ヤ か ん くまあ、、に歩
手の も しをこ l つ中な し ゃ後お乗い

紙
を
交
換
し
た
り
、

ヶ
l
タ
イ
で

メ
l
ル
を
交
換
し
た
り
、
写
真
を

と
っ
て
お
い
て
そ
れ
を
見
な
が
ら

み
ん
な
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
い

で
す
。

※

l
 
遊
戯
。
鬼
ご
っ
こ
の

一
種。

※

2
・
3

「
福
祉
の
船
」
に
同
行

し
た
ワ
ン
パ
ク
大
学
ス
タ

ッ
フ
の
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム

い
つ
も
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
は
、
育
英
会
か
ら

の
紹
介
で
福
祉
の
船
に
娘
と
二
人

で
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
遠
出
な
ど
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
娘
に
と
っ
て
は
、
思
い

出
に
残
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
育

英
会
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
娘
も
来
年
は
中
学
生
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

母
・
菊
地
さ
っ
き

第
一
回
淘
難
遺
呪
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
シ
穴

三
重
県
津
市
で
開
催

「第

一
回
マ

リ
ン
カ
ッ
プ
海
難
遺
児

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
ペ
」
が
七
月
二
十

九
日
（
土
）
、

三
重
県
津
市
の
津
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
主

催
し
た
の
は
、
名
古
屋
市
の
特
定
非
営

利
活
動
法
人
朝
光
ク
ラ
ブ
（
朝
香
誠
彦

理
事
長
）
で
、

J
F
三
重
漁
連
や

J
F

三
重
県
女
性
連
、
鳥
羽
水
族
館
な
ど
が

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
海
の
日
」
に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
た

当
コ
ン
ペ
に
は
一
般
メ
ン
バ

ー
や
漁
業

関
係
者
ら

一
七
七
名

が
参
加
。

参
加
費
の

一
部
な
ど

酬

が
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
資

金
と
し
て

一

本
会
へ
贈

一

ら
れ
ま
し

一

た
。
ま
た
、

会
場
に
は

地
元
津
市

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

助
か
っ
て
い
ま
す
。
息
子
も
好
き
な
道

に
進
み
、
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
す
！
頑
張
っ

て
欲
し
い
で
す
。（

鹿
児
島

上
村
え
つ
子
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

は
十
月
の
国
家
試
験
に
む
け
て
頑
張
っ

の
子
供
や
保
護
者
ら
約
一

O
O名
も
招

待
さ
れ
、

J
F
三
重
県
女
性
連
メ
ン
バ

ー
手
作
り
の
郷
土
料
理
、
「
マ
ダ
イ
の

大
敷
汁
」
や
「
て
こ
ね
寿
司
」
が
振
る

舞
わ
れ
た
ほ
か
、
鳥
羽
水
族
館
の
古
田

正
美
館
長
が
「
環
境
教
育
と
魚
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
う
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
朝
香
理

事
長
か
ら
寄
付
金
の
贈
呈
を
受
け
た
佐

藤
信
三
本
会
専
務
理
事
は
、
「
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、
皆
様
方

の
ご
趣
旨
に
添
い
末
永
く
漁
船
海
難
遺

児
育
英
事

機
邸

内
れ

業
の
た
め
縄
問

寸

に
活
用
さ

せ
て
い
た

だ

き

た

い
」
と
述

べ
感
謝
状

を
贈
り
ま

し
た
。

て
ま
す
。

（
大
分
県

専
一
潰
田
和
則
）

すし ＊
。て勉

い学
かの
れ時
ま

目
す

標
様ド
祈~：
念ふ
いっ
たて
し 努
ま力

（
埼
玉
県
松
本
安
裕
）

＊
北
の
海
で
の
哀
し
い
出
来
事
、
私
達

の
領
土
領
海
そ
の
は
ず
が
・
：
い
つ
に
な

っ
た
ら
返
る
の
で
し
ょ
う
か
。
父
も
昔
、

漁
し
た
海
外
交
を
も
っ
と
し
っ
か
り
。

（
千
葉
県
福
田
昌
佳
）

潟
業
記
録
映
画
上
映
会

の
収
益
を
寄
附

⑨再生紙使用

交
通
・
海
難
遺
児
と
そ
の
保
護
者
に
夏
休
み
の
思
い
出
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
福
祉

事
業
、
産
経
新
聞
「
福
祉
の
船
」
（
産
経
新
聞
社
・
社
会
福
祉
法
人
産
経
新
聞
厚

生
文
化
事
業
団
・
東
京
連
合
産
経
会
主
催
）
が
、
七
月
二
十
七
日
（
木
）
か

5
二

十
九
日
（
土
）
ま
で
の
三
日
間
、
富
士
山
と
そ
の
麓
に
広
が
る
河
口
湖
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

二
十
八
回
目
を
数
え
る
今
年
は
、
東
日
本
（
一
都
七
県
）
に
在
住
す
る
小
学
校

五
・
六
年
生
の
子
供
達
と
保
護
者
一
四
組
二
八
名
が
参
加
。
青
木
ヶ
原
樹
海
や
コ
ウ
モ
リ
穴
の
探
索
、
河
口
湖
で
の
カ
ヌ

l

砿
ど
、
都
会
で
は
昧
わ
え
な
い
貴
重
な
体
験
を
通
じ
、
友
情
や
家
族
の
鮮
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

本
会
か

5
乙
の
冒
険
旅
行
に
参
加
さ
れ
た
菊
地
さ
ん
親
子
よ
り
、
旅
の
思
い
出
を
綴
っ
た
作
文
と
お
便
り
が
寄
せ

5
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

輔
副
臨
盟
跨
同
姐
恒
輔
蝿
四
時
間
邸
韻
語
脳
開
制
緩
路
間
認

平
成
十
八
年
度

第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

宿
泊
闘
H
H園
田
園
田
陸
運
用
担
怒
回
目
官
同
日
眼
目
H
H阻
回
輔
自
醐
H
H
U
M
M圃
回
目

nu日

去
る
七
月
二
十
八
日
（
金
）
、

「平
成

十
八
年
度
第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員

会
」
が
開
催
さ
れ
、
「
第
二
回
奨
学
生

出
願
者
（
七
月
十
五
日
締
切
り
）
の
選

考
」
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た。

こ

の
結
果
、
新
た
に
幼
稚
園

・
小
中
高
等

学
校
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
三
名
の

採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
九

月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

、育英会ホームページ

長
年
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
の
記
録

映
画
を
撮
っ
て
き
た
映
画
製
作
者
の
黒

田
輝
彦
さ
ん
が
九
月
九
日
（
土
）
、
東

京
中
野
区
の
「
中
野

Z
E
R
O
」
で
上

映
会
を
開
催
し
て、

入
場
料
の

一
部
を

本
会
育
英
資
金
と
し
て
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
上
映
さ
れ
た
の
は
、
「
ナ

ブ
ラ
」
、

「朔
べ
！
カ
ツ
オ
鳥
」
、
「
赤
道

直
下
の

一
本
釣
り
」
の
三
本
。
い
ず
れ

も

一
九
八

0
年
代
に
黒
田
さ
ん
自
身
が

カ
ツ
オ
漁
船
に
乗
り
込
み
、
漁
業
者
と

生
活
を
共
に
し
な
が
ら
撮
影
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
普
段
目
に
す
る
こ
と

の
出
来
な
い
船
上
で
の
漁
業
者
の
喜
び

ゃ
苦
難
そ
し
て
固
い
幹
に
結
ぼ
れ
た
姿

は
、
見
る
者
に
感
動
を
与
え
ず
に
は
お

き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
記
録
映
画
は
ビ
デ
オ

・
D

V

D
で
も
販
売

会一
，

一
五

O
円
）
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
黒
田
プ

ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
へ
。

F

（
固
＆
圃

O
三
｜
三
九
二
九
｜
六
二
八
二
）

http://www.jf-net.ne.jp/ikueikai 
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『
募
金

・
ご
寄
付
」
の
お
礼

平成18年10月 1日

平
成
十
八
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
方
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分

で
、
一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。
）

〔
六
月
〕

O
北
海
道

マ
標
津
漁
業
協
同

組
合
女
性
部
｜
女
性
部
総
会
時
に
お
け

る
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
よ
り

募
金
マ
中
市
徳
美
｜
漁
船
建
造
祝
賀
会

で
の
お
祝
い
の
一
部
よ
り

O
長
崎
県

マ

長
崎
市
茂
木
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
。

大
分
県

マ
北
野
正
一
マ
佐
々
木
重
麿
｜

長
年
漁
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
お
礼

マ
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

〔
七
月
〕

O
青
森
県

マ
地
方
協

O
富
山

よだム一
A英

県

マ
全
国
水
産
物
商
業
協
同
組
合
連
合

会
富
山
県
大
会
募
金
マ
広
島
魚
商
協

同
組
合
青
年
部
l
全
水
商
連
富
山
県
大

会
に
て
寄
付

O
石
川
県

マ
西
村
新
子
｜

旭
日
双
光
章
受
章
記
念
。
三
重
県

マ
木

下

一
夫
｜
香
典
返
し
マ
長
井
園
弘
l
香

典
返
し
マ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
み
え
桑
名
出

張
所
マ
三
重
県
水
産
会
館
管
理
会
マ
地

方
協

O
京
都
府

マ
平
田
周
二
｜
香
典
返

し

O
島
根
県

マ
温
泉
津
町
漁
協
婦
人
部

マ
築
谷
允
行
マ
浜
浦
政
子

O
長
崎
県
マ

石
原
健
三

l
香
典
返
し
マ
竹
内
利
弘
マ

漬
川
和
美

〔
八
月
〕

O
青
森
県

マ
地
方
協

O
千
葉

県

マ
臼
井
重
治
マ
キ
ン
メ
ダ
イ
祭
実
行

委
員
会

O
静
岡
県

マ
N
P
O
静
岡
葵
調

理
福
祉
会
マ
静
岡
県
農
業
水
産
部
水
産

総
室
マ
丸
子
町
人
倶
楽
部
マ
用
宗
漁
協

ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
地
方
協

O
三
重

県

マ
特
定
非
営
利
活
動
法
人
朝
光
ク
ラ

ブ
｜
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

O

和
歌
山
県

マ
ピ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
イ
ン
串
本
実
行
委
員
会

O
山
口

~ 
同( 2) 

県

マ
岩
田
市
漁
協
女
性
部

O
長
崎
県

マ

林
実
l
香
典
返
し

O
鹿
児
島
県

マ
シ
ー

サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
さ
の
さ
マ
西
村
操
マ

地
方
協

二
、

一
般
寄
付

〔
六
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ

O
埼

玉
県
マ
小
野
沢
通
マ
小
林
哲
朗
マ
酒
井

祥
次
｜
香
典
返
し
マ
冨
元
克
昌

O
茨
城

県

マ
野
口
紀

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子
マ

佐
原
芳
隆

O
東
京
都

マ
海
員
友
愛
ア
パ

ー
ト
自
治
会
御
一
同
！
全
日
海
経
由
マ

安
川
糸
子

O
神
奈
川
県

マ
三
崎
船
長
漁

務
長
航
海
士
協
会
｜
解
散
に
よ
り

O
京

都
府

マ
中
上
清
吾

O
奈
良
県
マ
辻
元
正

夫

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
岡
山
県

マ

吉
田
厚
子

O
広
島
県

マ
小
林
宏

O
鹿
児

数

（平成18年9月15日現在）

生
....... 
寸ー奨居lj県府道者E

島
県

マ
冨
元
小
松

〔
七
月
〕

O
岩
手
県

マ
佐
々
木
強
マ
後

藤
常
男

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨
元

克
昌

O
茨
城
県

マ
野
口
紀

O
千
葉
県

マ

飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
例
日
韓
・
日
中

新
協
定
対
策
漁
業
振
興
財
団
マ
東
京
岩

水
会
マ
山
崎
剛

O
神
奈
川
県

マ
南
三
千

代

O
新
潟
県

マ
石
添
一
儀

O
京
都
府

マ

中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
岡

山
県

マ
漁
船
保
険
組
合
マ
吉
田
厚
子
。

広
島
県

マ
粛
藤
法
明
。
愛
媛
県

マ
松
尾

敏
子

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

〔
八
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ

O
宮

城
県

マ
宮
城
県
秋
万
魚
漁
携
通
信
協
会

｜
全
日
海
東
北
地
方
支
部
経
由
。
茨
城

県

マ
野
口
紀

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ

冨
元
克
昌

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子

O
東

京
都

マ
梶
浦
富
子
マ
東
京
築
地
中
央
市

場
福
祉
報
徳
会

O
新
潟
県

マ
海
洋
高
等

学
校
生
徒
会

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾

O

鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
岡
山
県

マ
吉
田

厚
子

O
広
島
県

マ
小
林
宏

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松
マ
冨
元
典
嗣

編
集

寸
F
U－－＝目

ν

V
秋
と
言
え
ば
、
読
書
・
芸
術
・
ス
ポ

ー
ツ
・：
と
楽
し
み
の
多
い
季
節
で
す

が
、
や
っ
ぱ
り
な
ん
と
言

っ
て
も
「
食

欲
の
秋
」
で
す
よ
ね
（
笑
）
今
年
も
生

産
者
の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
が
旬

の
お
い
し
い
魚
や
野
菜
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
V
十
月
に

入
る
と
全
国
各
地
の
漁
港
等
で
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
一

部
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
主
催
者
様
の
ご
厚
意

に
よ
り
本
会
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま

す
。
「
水
色
の
羽
根
」
や
「
青
い
募
金
箱
」

を
お
見
か
け
に
な
っ
た
際
は
、
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
l

（M
）

後
本学資給与奨学生の高校生等には建議児を含む。

＊奨学金貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

＊平成18年度第2問採用者は内教である。

羽根募金の水色!! を手の愛児遺漁船海難

・海賊へ。「怖かったねえ」と話一

＼ljEF＼44していたらパレードがちょうど一

＼し）沿18月gy－－通りかかりグlフィのいたずら一
「ちょっとυL’＝ES一4EC－－htイ」固EE一一で頭から水浸しになり、またまい

／一息：・」／4i、4d ，i＼＼61ペ』たテンションは最高潮p甘iい一
／＼第二回／、．
／｜＼dat－－／1、ポップコlンを食べながら夕方一

までたっぷり遊んで最後は数々一

先日、「東京ディズニーランのお土産を楽しく見て夢の一日日

一ド」へ行って来ました。入口のを終えました。この日はとても一

一ゲlトをくぐるとすぐにミッキ暑く、アトラクションは平均一

一ーを発見し、ダッシュで駆け寄時間待ち（娘のお畳寝時間にはい

一りましたが、よく見ると撮影待最適）の混みでちょっと疲れま一

いちの長蛇の列が・：。「握手したしたが、日常とは別世界で「キ一

一jい」と泣きわめく娘（二才）ャ！キャl」騒ぐのもたまには一

一を抱きかかえ次の目的地へ。いいものですよね。皆さんも夏一

ダンスのショlで盛り上が休みは楽しみましたか？たまに一

いり、次は休憩がてらにカリブのは気分転換も必要ですよ。（k）

、，、F曹、F41r、PRPe、FL

給与奨学生 貸与奨学生 平成 18年度第2阿保用 者

1:11道府県名 合計 高校生等 高校生等 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小 計 高校生等 大学生等 小 計 幼児 小学生 中学生

給与 貸与
大学生等

北海道 24 18 18 tiO 7 8 68 

寸トE’ 森 5 5 11 3 3 14 

お 子 5 3 7 16 3 3 6 22 

宮 bl, 2 7 6 8 23 24 

秋 EB 1 1 

ILi JfJ I l 2 

h官 J，』 2 3 5 5 

，大 b& 1 1 2 2 3 

千 ミ藍 5 6 3 15 15 

司L 7百 2 4 2 2 6 

担，， 奈 /II 

新 y局 l 2 4 4 

'iZ 山

石 Ill l 3 2 2 5 

市F ｜瑚 2 2 5 5 

宜-=- 知l

!i,l JI' 

ill: 

Jj｛〔 古目 2 2 2 

大 阪 :3 3 l 4 

』，王、 /ill" 6 5 6 17 4 4 21 1 l 3 

れl 歌 l幻 2 3 3 

LI I世 3 6 l 7 

ι』 恨 3 3 6 12 l l 13 

l両 1Ji 2 2 

広 r;:, l 1 2 3 

Lli 口 5 2 5 12 2 3 15 

i忠 },/, 3 4 7 1 1 8 

香 JII 2 I 3 l l 4 

過一成： 媛 4 3 4 11 3 3 14 

E主 制l 5 4 9 9 

福 ｜珂 3 2 6 6 

福間有 11/1海

佐 賀 玄海

佐賀有 明海 2 2 

長 出荷 ヨ 2 4 9 18 I 3 4 22 

大 3 2 6 5 5 11 

f尚 本 3 2 6 7 
，凸喝 山者 5 2 9 16 3 3 19 

I.It 児 碕 4 2 5 12 2 2 14 

i'I• tJtl 4 5 LI 2 13 

合 日｜ 15 98 82 122 317 14 44 58 375』 1 3 




